
応募受付期間

2019年
3月1日（⾦）〜 4月15日（月）

※表紙デザインは、コーディネーターズサークルのメンバーの
アイデアを取り入れています。

コーディネーターズサークル・・・
さがみはら地域づくり⼤学を修了した⽅のサークルです。
詳しくはサークル紹介ページをご覧ください。

あなたが

“いま” 始めることが
未来のさがみはらを

つくる

相模原市 公益社団法人相模原・町田⼤学地域コンソーシアム

募 集 要 領
〜仲間と⼀緒に

魅⼒あふれるまちづくりを学ぼう〜

2019年度

受講生
募集中

さがみはら
地域づくり大学



受講者の声
■ 地⽅⾃治というか市⺠目線での取組の⼤切さを知ったような気がする。地域から発信できるようにと思って

います。（基礎コース「協働とは何か」）
■ 今後、相模原市が目指している⽅向性が理解できたので、その⽅向性に合致した活動を⾏っていきたい

と感じました。（基礎コース「相模原を知ろう、学ぼう」）
■ ワークショップで現役学⽣との協⼒ができたことは⾃分にとっては成果。思いをつなげるという確信ができた。

（基礎コース「私が描く相模原ビジョン」）
■ 実際に活動されている⽅の話を直接聞けたことが⼤変良かった。まずは、お⼿伝いとして実際に参加して

いきたい。（応用コース「まちづくり」）
■ 地域での活動、仕事に⽣かしていきたいと思います。今までは司会はパスしたいと思っていましたが、チャレ

ンジしてみたい気持ちになれました。（応用コース「地域づくりのためのファシリテーション」）
■ ボランティアに参加するにも人と人のつながりが⼤切とわかりました。（応用コース「福祉」）
■ 津久井に⽣まれ、育ち、住んでいます。祖⺟や⺟の酒まんじゅうに少しでも近づけられるよう、きちんと勉強

しようと思いました。（専門講座「郷土の味「酒まんじゅう」を作ろう」）
■ エンディングノートを早速書いてみようと思います。（専門講座「終活、はじめの⼀歩」）
■ ⼦育て⽀援のボランティアにはたくさんの種類があって、年齢もさまざまで、できることがあるとわかった。ぜひ、

何かやってみたい。（専門講座「誰でもできる⼦育て⽀援」）

「私が描く相模原ビジョン」 「郷土の味「酒まんじゅう」を作ろう」

学⻑からのメッセージ
市⺠の挑戦 － 協働と地域の創造
これまで⽇本の⾃治体は、住⺠に対してさまざまなサービスを提供してきました。

福祉に関係する事業、教育、それに保健衛⽣など、⾃治体の仕事は広範囲に及
んできました。
ところが、多くの⾃治体は今、財政難に苦しんでいます。⾃治体のサービスは以前

のように、「あれも、これも」とはいかなくなってきました。「あれか、これか」、政策を選
択する時代になってきたのかも知れません。そのように⾃治体をめぐる環境が⼤きく変
化してきたことに合わせ、最近、「協働」という表現が注目を集めています。
これは、⾃治体が⼀⽅通⾏で住⺠にサービスを提供してきたこれまでの⽅式を改

めようとするものです。⾃治体と住⺠が⼀緒になってさまざまな計画を進める、対⾯
討議と両者協⼒によるサービスの提供、それが協働と呼ばれる⾔葉が意味するとこ
ろです。今後、協働は地域づくりなどで、ますます重要性を増す⼿法になります。
相模原市では、協働がもつ可能性や具体性を勉強する場としてさがみはら地域

づくり⼤学を開講しました。これからの地域創⽣や地域創造などに協働がどう関係す
るのか、市⺠の皆さんと⼀緒に学んでいきたいと思います。
多数の市⺠の皆さんの参加を期待しています。

さがみはら地域づくり大学学⻑ 中邨 章

学⻑ 中邨 章 氏
⽇本協働政策学会理事⻑
明治⼤学名誉教授・政治学
博士。
明治⼤学副学⻑、⼤学院⻑
を歴任。前国際⾏政学会副
会⻑、国連⾏政委員会委員。
専門は⾏政学と都市政策。
危機管理や安全と安⼼のまち
づくりなどを研究。著書に「⾃
治体主権のシナリオ」、「地⽅
議会人の挑戦」など多数。

2018年度
講座風景

※さがみはら地域づくり⼤学は、学校教育法上の「⼤学」ではありません。



コース・講座紹介 ※講座詳細等は講座内でご案内します。

講座名
日時・コマ数
13:15〜14:45
15:00〜16:30
※一日に２コマ実施

内容

＜必修＞
協働とは何か
〜地⽅分権と協働〜

6月 5⽇、
12⽇、
19⽇

全６コマ 地⽅分権の推移や⾃治体の仕組み、さらに公
共政策の形成や実施の基本的なプロセスを学び、
政策と協働の関係等について学びます。

＜必修＞
相模原を知ろう、学ぼう

7月 3⽇、
10⽇、
17⽇

全６コマ 相模原市の「⾃然」、「歴史」、「⽂化」、「医療」、
「福祉」などのさまざまな側⾯を学びます。⾃分た
ちの住む街をよく知るための講座です。

＜必修＞
協働の考え⽅と様々な協働の
かたち

10月 2⽇、
9⽇、

16⽇

全６コマ 社会的課題や社会問題に取り組んでいるNPO
法人、⾃治会、⼤学など新しい公共の担い⼿の
活動の実際を学びます。

＜選択＞
今さら聞けない「市⺠活動のた
めの知っておくべき法律入門」

11月 6⽇、
13⽇

全４コマ 市⺠活動をする上で、理解する必要がある法律
があります。法律を味⽅につけ、問題を未然に防
ぐ知識を⾝に付けます。

＜選択＞
さがみはらの未来
〜住む街をアピールする〜

12月 4⽇、
11⽇

全４コマ 相模原市の未来像を考えます。都市間競争を
勝ち抜くために、⾃分たちが⾏う市⺠活動がシ
ティプロモーションにつながることを学びます。

基礎コース
（水曜日）

目的：協働に関する基本的な知識・技能等を習得します。
相模原市に興味がある方や協働の基礎を身に付けたい方におススメです！

講座名
日時・コマ数
13:15〜14:45
15:00〜16:30
※一日に２コマ実施

内容

＜必修＞
地域づくりのためのファシリテー
ション

6月15⽇、
22⽇、
29⽇

全６コマ 実践的なファシリテーションのスキルについて、基
礎や事例を学ぶとともに、ワークショップ演習を通
じて体験的に⾝に付けます。地域のファシリテー
ターとして活躍しましょう。

＜必修＞
団体運営のコツと資⾦を調達
するために

7月 6⽇、
13⽇、
20⽇

全６コマ 社会的課題や社会問題に取り組んでいるNPO
法人など新しい公共の担い⼿の組織づくり、運営、
資⾦調達の⽅法と実際を学びます。継続して活
動するための現状を知りましょう。

＜必修＞
情報の扱い⽅とプレゼン⼒を磨く

10月 5⽇、
12⽇、
19⽇

全６コマ 相⼿に伝える技術の「プレゼンテーション」。⾃分
の意図を正しく知ってもらうために必要です。また、
現代では不可⽋なインターネットをめぐる様々な
「情報」の扱い⽅について学びます。

＜選択＞
地域で⼦どもを育む
〜出来ることから始める〜

11月 9⽇、
16⽇

全４コマ 地域では⼦どもを育てるための多くの取組がなさ
れています。教育分野を通して、⼦どもの育みに
関連する協働について学びます。

＜選択＞
地域への愛着が⽣まれる！
まちの歴史や⽂化

12月 7⽇、
14⽇

全４コマ 地域の歴史・⽂化に関わる分野を通して、歴史
資産や⽂化財を⽣かした協働について学びます。

応用コース
（土曜日）

目的：地域活動や市⺠活動の実践的なスキルを習得します。
活動したい方やすでに活動されている方で実践的に学びたい方におススメです！



特別公開講座
開催⽇ 2019年3月10⽇（⽇） 14：00－16：10（開場 13：30）
講 師 古橋 裕⼀ 氏（相陽建設株式会社 代表取締役/橋本商店街協同組合 理事⻑）

牧瀬 稔 氏（関東学院⼤学 法学部地域創⽣学科 准教授）

定 員 100 名 （先着順・参加費無料） ※どなたでも聴講できます。

会 場 ユニコムプラザさがみはら セミナールーム２
テ ー マ 市⺠のつながりを⽣む地域づくり〜相模原市の“あるもの探し” 〜

新年度開講記念 学⻑講演
開催⽇ 2019年4月21⽇（⽇） 14：00－15：15（開場 13：30）
講 師 中邨 章 氏（さがみはら地域づくり⼤学学⻑）

定 員 100 名 （先着順・参加費無料） ※どなたでも聴講できます。

会 場 ユニコムプラザさがみはら セミナールーム２
テ ー マ 地域づくりの技法－⾃治体戦略2040とさがみはら

講座名
日時・コマ数
13:15〜14:45
15:00〜16:30
※一日に２コマ実施

内容

「⼦育て」で地域とつながる！
さがみはらの教育福祉

8月 3⽇、
10⽇

全４コマ ⼦育て家庭が安⼼して⼦育てを⾏うにはどうした
らよいでしょうか。⼦育ては地域全体で⽀えるとい
う仕組みが必要です。地域で⼦育てを⽀える仕
組みについて学びます。

地域が元気になる！
健康づくり講座

8月24⽇ 全２コマ 地域が元気になるには、健康づくりへの理解と関
⼼が⼤事です。さまざまな健康づくり活動が⾏わ
れています。地域全体が健康になるための事例
を学びます。

⾝近な環境を守る
〜次の世代へつなげる〜

9月 7⽇ 全２コマ 今ある多くの⾃然環境を⼦どもや孫の世代へ残
していくことが必要です。⾝近な環境を守るために、
必要な知識や技術等を学びます。

地域を掘り起こす！
さがみはらの地域資源

9月14⽇、
21⽇

全４コマ 地域にあるさまざまなイベントの裏側にある郷土
の歴史に目を向けましょう。地域資源を掘り起こ
すことを学びます。

さがみはらを歩く
〜中央区編〜

9月28⽇ 全２コマ 市内各地に商店街や郷土料理などがあります。
名産品や商店街などから市⺠目線で実践できる
まちおこしについて学びます。

専門講座
（土曜日）

特定の分野の知識やノウハウを学びます。
相模原市の実例を学びたい方におススメです！



2019年度 年間スケジュール

※学⻑講演、公開プレ講座は、どなたでも、聴講できます。
※公開プレ講座の詳細は、別途お知らせします。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

基礎
コース

公開プレ講座 協働とは何か
〜地⽅分権と
協働〜

相模原を知ろ
う、学ぼう

応用
コース

公開プレ講座 地域づくりのた
めのファシリ
テーション

団体運営のコ
ツと資⾦を調
達するために

専門
講座

「⼦育て」で地
域とつながる!
さがみはらの
教育福祉

地域が元気に
なる!健康づく
り講座

⾝近な環境を
守る〜次の世
代へつなげる〜

地域を掘り起
こす!さがみは
らの地域資源

さがみはらを
歩く〜中央区
編〜

１０月 １１月 １２月
2020年

１月 ２月 ３月

基礎
コース

協働の考え⽅
と様々な協働
のかたち

今さら聞けな
い「市⺠活動
のための知って
おくべき法律
入門」

さがみはらの
未来〜住む街
をアピールする〜

応用
コース

情報の扱い⽅
とプレゼン⼒を
磨く

地域で⼦ども
を育む〜出来
ることから始める
〜

地域への愛着
が⽣まれる！
まちの歴史や
⽂化

21⽇（⽇）
学⻑講演
14:00-
15:15

受講証
交付
15:30-
15:40

修了式

※⽇時未定

特別公開
講座
※⽇時未定

※特別公開講座は、どなたでも、聴講できます。

Q さがみはら地域づくり⼤学って？何を学べるの？
A 協働の観点で、地域活動や市⺠活動を促進するために、必要な基本的な知識や実践的なスキル

を学べる場です。相模原、まちづくりや市⺠活動に興味がある⽅ならどなたでも受講できます。すでに
活動されている⽅も知識や実践的なスキルを学ぶことができます。

Q １コマだけでも受けられるの？
A 設定されたすべてのコマを受講して知識や技術が⾝につくようなカリキュラムとなっています。できるだけ

すべてのコマをご受講ください。 ※受講料は全コマ分の費用です。

Q 受講すると、何か資格は得られるの？
A コースで受講し、⼀定の要件以上で修了⽣として、修了証をお渡しします。修了⽣はコーディネーター

ズサークルに入ることができ、交流会等を通して仲間との交流やスキルアップが図れます。



コース受講を選択した受講者は、各コースごと最大6講座を履修することができます。

・基礎コースおよび応用コースともに、それぞれ7,500円です。
・コースの受講でお申し込みいただくと、各コースに設定されている講座をすべて受講できます。
・専門講座や、各コースに設定されている講座は、 「講座単位での受講」として、１講座ずつ受講できます。

通常はがきに、必要項目をご記入の上、本紙裏⾯の問い合わせ先へご送付ください。
電話、FAX、来館でも同様の項目をお聞きします。

１．入学時（2019年4月）、15歳以上（中学⽣を除く）の⽅
２．入学時（2019年4月）、相模原市に在住、在勤、在学する⽅。⼜は相模原市での市⺠活動に

関⼼のある⽅
３．原則として、全回出席いただける⽅

お申し込みできる⽅は、次の各項の条件すべてに該当する⽅です。

受講料

募集要項

受講資格

申し込み方法

お申し込みにあたって
・基礎コースと応用コースを平⾏して受講することもできます。また、講座単位での受講も可能です。
・コース及び講座の定員は、各２０人です。定員を超えた場合には抽選とします。
・４月１６⽇（火）以降に、結果通知書（お⼀人様１通）を発送します。
・受講料等のお⽀払いは、結果通知書をよくご確認の上、⽀払期限までにユニコムプラザさがみはらでお⽀払いく
ださい。

・原則として、⼀度お⽀払いいただいた受講料等の返⾦はいたしません。ただし、講座開講前にキャンセルのお申
し出があった場合のみ、返⾦いたします。

・講座をキャンセルされる場合は、次点の⽅へ順次ご案内しますので、すみやかに事務局までご連絡ください。
・受講の権利は、ご家族やご友人などの第三者に譲渡することはできません。また、第三者の同伴、代理の⽅に
よる受講、また講座の⾒学はできません。

・フィールドワーク等を含む講座では、不慮の事故に備え、傷害保険の加入が必須です（保険料は受講料に含
みます）。⼿続きは、事務局が⼀括して⾏います。

・講座の内容（フィールドワーク等含む）は、急きょ変更する場合があります。また、実施時間も、通常の講座時
間と異なる場合があります。

・受講料には、教材費、保険料を含みます。ただし、フィールドワーク等で交通費や入館料等がかかる場合や⼀
部の教材費については、別途⾃己負担をいただくことがあります。

・申し込み期間終了後、定員に余裕のある講座は追加募集（先着順）を⾏います。受付⽅法は来館・電話
のみです。該当講座の応募が定員に達し次第締め切ります。

［必要項目］
①氏名（ふりがな）
②年齢
③郵便番号・住所
④電話番号（携帯電話可）

⑤E-mail（お持ちの⽅のみ）
⑥希望するコース（⼀部の講座のみを受講する場合には、希望する講座

名をすべてお書きください）
※本パンフレット裏⾯の用紙を使う場合は、希望講座のすべてにチェックを

入れてください。

各コースの受講
（５講座分） 7,500 円

講座単位での受講
（１講座につき） 1,900 円



それぞれのコースを受講して、
コーディネーターズサークルの
メンバーになりませんか？

コーディネーターズサークル
メンバーの活動

基礎コースもしくは応用コースを受講して、修了すると、コーディネーターズ
サークルに登録できます。

★コーディネーターズサークルとは★
基礎コースもしくは応用コースを修了した修了⽣のサークルです。
２０１６年度から登録がはじまり、現在まで３０名がメンバーとなっています。

（２０１９年２月現在）

★修了するには★
①基礎コースもしくは応用コースで必修３講座+選択１講座以上を受講した⽅
②各コースの必修３講座及び選択１講座以上について、各講座の３分の２以上出席した⽅
①・②ともに満たした⽅には、修了⽣として修了証を交付します。
希望者は、現在までの修了⽣で構成するコーディネーターズサークルに登録することができます。

★メンバーになると★
1 年４回程度、交流会等を開催し、仲間との交流や研修を⾏って、スキルアップが図れます。
2 さがみはら地域づくり⼤学以外の学習情報を受け取れます。
3 市⺠へ活動状況などの情報発信ができ、⼀緒に活動する仲間を募集できます。
4 困った時や悩んだ時に相談できます。

多くの⽅がさまざまな活動を
しています。
地域で活躍しましょう！

第３期メンバー ⼥性
障害児を中⼼としたダンスや
集団でのリズム遊びなどの余
暇活動を楽しむ団体をつくり
ました。
居⼼地のよい空間
「いごこちよか」
ぜひ、ご参加ください！

第３期メンバー 男性
“中央地区活性化”を合⾔葉に情
報発信サイトを⽴ち上げました！
情報提供をお待ちしています！
「ちゅうおうくらしねっと」
⽣活便利情報・⽣活の知恵・イベ
ント案内レポートブログを随時配信
しています。

第１期メンバー ⼥性
相模原柴胡の会会員とし
て活動しています。
昨年は、さがみはら地域づく
り⼤学の講師を務めました。

知る・⾒る・やってみる！



問い合わせ先
相模原市⽴市⺠・⼤学交流センター ユニコムプラザさがみはら
さがみはら地域づくり⼤学 担当
〒２５２－０３０３
相模原市南区相模⼤野３－３－２ bono相模⼤野サウスモール３階
ＴＥＬ ０４２－７０１－４３７０ / ＦＡＸ ０４２－７０１－４３７１
（受付時間 ９：００〜２０：００）
ホームページ https://unicom-plaza.jp/
指定管理者：公益社団法人相模原・町田⼤学地域コンソーシアム

個人情報の取扱いについて
・個人情報の取扱いは、個人情報保護法、相模原市個人情報保護条例、公益社団法人相模原・町田⼤学地域コン
ソーシアム個人情報保護規程などの関係法規を遵守し、細⼼の注意を払い、適切な管理を⾏います。

・お申し込み時に記載していただいた内容は、当法人事業に係る目的のみ使用します。
・個人情報の適正な維持管理のため、住所・氏名・電話番号等に変更がある場合は、事務局までご連絡ください。
・当法人で管理している個人情報をもとに、他の事業についてのご案内を送付する場合があります。あらかじめご了承ください。

受講申込書
申込⽇

ふりがな
氏 名

電話番号（携帯電話可） FAX

年齢

歳

E-mail

住所 〒 ―

希望するコース・講座 ※講座単位での受講を希望される⽅は、希望講座のすべてにチェックを入れてください。

□ 基礎コース □ 応用コース □ 講座単位での受講

FAX申込先 042-701-4371
FAXでお申し込みの際は、このページを切り離して送信してください。

基礎コース 応用コース 専門講座

□ 協働とは何か □ 地域づくりのためのファシリテー
ション

□ 「⼦育て」で地域とつながる

□ 相模原を知ろう、学ぼう □ 団体運営のコツと資⾦を調達
するために

□ 地域が元気になる！
健康づくり講座

□ 協働の考え⽅と様々な協働の
かたち

□ 情報の扱い⽅とプレゼン⼒を
磨く

□ ⾝近な環境を守る

□ 今さら聞けない「市⺠活動の
ための知っておくべき法律入
門」

□ 地域で⼦どもを育む □ 地域を掘り起こす！
さがみはらの地域資源

□ さがみはらの未来 □ 地域への愛着が⽣まれる！
まちの歴史や⽂化

□ さがみはらを歩く


